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Calculated MW: 35 kDa; Observed MW: 35 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	真核生物において、タンパク質のセリンおよびスレオニン残基におけるリン酸化および脱リン酸化は、分裂、恒常性維持、アポトーシスなど、幅広い細胞機能を制御する上で不可欠な手段です。このプロセスに深く関与するタンパク質群の一つが、タンパク質ホスファターゼです。一般的に、タンパク質ホスファターゼ（PP）ホロ酵素は、調節サブユニット、可変サブユニット、および触媒サブユニットからなる三量体複合体です。タンパク質ホスファターゼ触媒サブユニットには、PP1、PP2A、PP2B（カルシニューリン）、およびPP2Cという4つの主要なファミリーが同定されています。さらに、タンパク質ホスファターゼ触媒サブユニットであるPPX（別名PP4）は、新しいPPファミリーの推定メンバーです。
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	-
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	PPP4C 抗体を使用した K562、C6、3T3、Hela 溶解物中の PPX のウエスタン ブロット分析。

